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【資料］
関西大学商学論集第31巻第1号 (1986年4月） （67)67 
中国保険事業の発展情況及び
その問題点
李 松操
中国保険事業の発展情況及びその問題点について，三つの部分に分けて御
紹介致します。先ず解放前わが国の半植民地段階の保険状況，其の次は新中
国社会主義保険事業の発展状況，最後に現在中国保険事業において存在する
問題点についてお話しいたします。
1. 解放戦争勝利までの中国の保険事情
昔，中国の商人が，揚子江の上流において貨物の運送に従事していたとき
に，既に早くも商品の損害危険を分散したり，或は負担したりして，保険の
基本原理を応用することができていました。しかし，中国の保険事業の歴史
は僅か140数年しかありません。近代的な保険は，イギリス帝国主義者が中
国へ侵入すると同時に中国市場へはいってきたのであります。 1835年，英国
人が，香港において保安保険会社を開業いたしました。これが中国において
一番最初に設置された外国の保険会社ということになります。
20世紀に入る前に英国の保険会社は既に中国の保険市場を独占していまし
た。ちなみに，あらゆる保険約款及ぴ保険料率はすべて外国の商人によって
決められていたのであります。
20世紀に入ってから，アメリカ，イギリス， ドイツ，スイス及ぴ日本の資
本主義保険会社が続々とわが国へやって来て支店及び代理店を設置しまし
た。当時，中国人により経営された保険公司は二つしかありませんでした。
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此の時，清朝政府の対外国際派の官僚は外国の資本侵略の刺激の下に高額
の保険料が外国の会社に取られたことに目覚めて，本国の権限と利益を保護
するために，保険事業を確立する必要性があることを痛感し始めました。一
例を取ってみると，外国の保険会社は船舶一艘に対して保険金額の10％の
保険料を納めることを決め，中国の商工業にとっては非常に重い負担であり
ました。 1875年清朝国際派官僚の頭首李鴻章は「船舶招商局」から15万両の
銀貨を出資して，上海において，「仁和」と「済和」二つの保険公司を創立
してその局にある船舶と倉庫及ぴ貨物の運送についての保険を引き受けまし
た。その後両公司を合併して「仁済和保険公司」となりました。此れが中国
人の手により設立された最初の財産保険公司（日本の損害保険の一つであ
る）でありました。
最初の生命保険ということになると，全部外国の保険会社によって取扱わ
れていました。中国人自身による生命保険は遅れて，即ち1912年黎元洪大統
領などの官僚資本を出資して「華安合群人寿保険公司」を創設しました。こ
れが中国により始められた最初の生命保険に関係する公司でありました。当
時は保険の経営方法がよくないし，得意先の吸引力がとぽしいので，保険業
務を十分に展開することが出来ませんでした。
中国民族資本階級の保険事業の発展時期は第一次世界大戦から始められ
て， 20世紀に入って30年代までに相当な発展を遂げました。即ち30年余りの
民族資本階級の保険公司が設立されましたが，当時外国商人の保険会社は依
然として圧倒的優勢を占めており，上海の如く登録された保険会社が166社
の中，中国の保険公司は48社だけであって，しかも殆んど銀行から出資を受
け経営されていたのであります。つまり銀行が後楯になって業務を展開して
いたのであります。当時，中国は半封建，半植民地的社会であり，旧中国政
府当局は，民族資本階級の保険事業に対し，保護も支持もせず，そのために
保険公司の自営業務の量は非常に少なく，やむを得ず外国会社の再保険にた
より，大量の業務を当地の外国会社或は国外の保険会社に譲らなければなり
ませんでした。 1936年の一例を挙げて見をと，全国の保険料の収入中，外国
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の保険会社は80彩を占めていました。
旧中国の民族資本による保険事業は帝国主義の独占資本と国内官僚資本の
二重の圧迫を受け，特に旧中国政府当局の悪ィンフレ及び資金困難などの原
因により，中国解放戦争で勝利するまで，旧中国の保険事業は低迷して無力
な状態に陥いったのでありました。
以上述べたことは，旧中国から解放戦争勝利までの中国の保険状況であり
ます。
2. 解放後の新中国社会主義保険事業の発展情況
(1) 解放戦争勝利後における保険業の整理と改造
解放戦争勝利後，保険事業の整理と改造は大中都市解放後から都市商工業
の改造と同時に始まったのであります。まず東北地区解放後，ハルピンにお
いて，私営の保険公司を改造して，公私合弁の新華保険公司を作り，後に東
北地区において，東北保険公司が創設されました。
上海は中国保険業者の集中している土地であり，解放後暫くして， 1949年
5月，上海軍事管理委員会は旧中国官僚資本の保険公司を接収した後，整理
しました。再保険の業務は中国の保険公司に限り，一括して取扱われるとい
うことが規定され，対外貿易は国家専営であるため，外国保険会社の業務は
段々と少なくなって，続々と休業を申し立て， 1952年末までにすべて自動的
に徹退しなければなりませんでした。
復業した28個の私営保険公司は， 1951年自発的結合のもとに合併して新豊
と太平保険公司の二つになり，中国保険公司は一部資金を投入し，この二つ
の公私合弁公司は1952年進んで太平保険公司を設立し，中国保険公司と一緒
に対外保険業務を専門的に経営しました。
(2) 保険事業の確立，国内保険市場の統一
1949年10月わが国は北京において，中国人民保険公司を設置し，中国人民
自主独立的社会主義建設のためにサービスする人民保険事業を創設しまし
た。当公司開業後，最初の経営業務は貨物運送保険と戦争保険でありまし
た。沿海港湾，上海，天津等の如く，貨物運送保険と戦争保険を引き受けて
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いました。保険公司は始めに，保険と防災及ぴ損害防止を結合することを強
調し，全国各地の分公司は積極的にこの政策を推進しました。開業した後，
古い保険証券を修正し，保険料率を下げ， 1946年に較ぺると，平均46％引き
下げられました。家畜保険，綿花収穫保険，団体と個人の生命保険，自動車
保険，旅客意外保険，郵便小包保険，航空運送保険，船舶保険と漁業保険を
試験的に保険としてやり始め，活状を呈し繁栄する状態でありました。
上述の国内保険業務のほかに，また国外に対する業務にも力を尽しまし
た。先ずソビエトと再保険の取引関係を確立し，その他の人民民主主義国家
とも再保険関係をもつに至りました。
1951年わが国の保険公司は，国家機関，国営企業と合作社の財産及び旅客
の生命に対しては保険を強制的にかけました。その時，農民の家畜保険が決
定されたような主観的な事もやりました。なぜなら，農民は経済の回復の始
まったことに処し，農民は能力がまだ弱く，保険料を払うことを負担と思
ぃ，保険税の徴収であると見なしたからです。最終的に強制命令的な保険に
導かれ，のぞましくない結果になりました。保険公司の最初の目的は，資金
を収集する見地から考えたのでありますが，企業に対しては保険を求めるか
否かを考えず，むりやりにソ連の型通りをあてはめ，企業に与えた印象が，
国家が財政収入を追求し，金を取るだけであったため，反対されるようにな
って終ったのでありました。
中国人民保険公司の分支機構，即ち全国各地に設けられた保険支店は1951
年末までに，全国に468社が設置され，都市から段々と農村に推移して後に，
全国の従業員数は 2万人に達しました。
1954年から人民保険事業は又重大なる転換期にはいって，即ち農民の農業
合作化に応ずる為め，人民保険公司は農業保険の業務回復を重点的に決定し
て，総公司は保険ファンドを払い下げました。当時，国家の強力な豚飼事業
に適応するため，家畜保険を重点的に発展させると同時に，豚飼保険を実験
的にやり始め，つまり豚の防疫，治療，傷害弁償を引き受けて，農民からの
歓迎を受けました。都市において財産保険と生命保険も新しく発達し，財産
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保険と生命保険を結びつけて，「総合福祉保険」として取扱いました。又病
気治療と保険も同様な健康保険事業も人気を博しました。はからずも， 1958
年人民公社運動が現われ，共産主義の風が吹き，人民公社自体で一切の福祉
問題を解決することが出来ると認められました。同時にソ連の保険理論にお
ける欠点の影響を受け，即ち保険を財政の後備力として，分散資金を集積す
る貯金箱であり，保険ファンドは分散したる資金を吸収するために設置した
ものであると認められて，国営企業間の資金流通の悪性循環を引き起すこと
を導くだけで意味がありませんでした。共産主義の風が吹き出した時期にと
うとう国内の保険業務は取消されてしまいました。
中国人民保険公司は外国業務を専門的に営業して，輸出入の貨物輸送保険
及び船舶保険業務を取扱うと同時に， 国際再保険をも発展させましたが，
1961年保険総公司の対外業務の機構が調整簡素化される時に，編制が12人ま
で圧縮され，海上保険業務はついに制限されてしまいました。そして，不況
に見舞われました。
1964年からわが国は「文化大革命」の動乱が始まって，保険業務はひどい
仕打ちを受けましたが，わが国は社会主義国家であるため，保険業務を集中
すべきであると主張され，それ自体であらゆる危険を負担することが出来る
ので，保険はもっばら私有制社会に適応し，わが国では保険業取扱の必要が
なく，また再保険を取扱うには収益が損失を償なうに足らないこと。即ち長
期間にわたり，どうしても支出の方が多いことが認められました。また，ゎ
れわれは人の金を嫌けることは資本主義国家労働者階級の創造したる剰余価
値の搾取に参加したということであり，社会主義政策にはあわないことであ
りました。またある人は保険は資産階級の権利を保障するものであり，即ち
保険は資本主義の産物であるといって，社会主義経済の基盤には適応しな
いので，つぶさなければならないと主張しました。その当時，幸いにも周恩
来総理閣下は機を逸せず関与なされて，対外保険に対する破壊行動が阻止さ
れました。
1979年中国共産党第11期第3回中央委員会全体会議以来，「国内に対して
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経済を活性化し，国外に対しては経済を開放する」という政策を実施して来
ました。つまり経済法則により業務を処理することを強調しながら経済的な
やり方を以て経営を管理し，再び中国の保険事業をうまく成長の道に乗せた
わけであります。
1982年国務院の指示によれば，「保険業務を積極的に展開して，順次わが
国の経済補償制度を確立し，企業の正常な生産と経営を保障する。しかも，＇
国民生活を安定し，社会的財産の損失を軽減することは有利であると同時
に，国家建設の資金を積み立てる一つの重要な方法でありうる。これは国民
の安定と経済成長の一つの良い面で，国民経済活動について欠くべからざる
一つの手段であり，保険事業は大いに発展させるべきである。」と述べてい
る。わが国の保険事業は大へん重要であると思われ，保険事業の任務は重
く，道はまだまだ遠い，前途は無限に広潤であるといえるでしょう。
1984年国務院が出した一つの指示によると，「保険公司は経済体制改革の
要求によるべきで，進んで思想を開放し，管理休制を改革し，サービスの区
域を拡大して，経済効率を高めて，経済建設のために貢献すべしと通知しま
した。国務院の配慮と指導の下で，わが国の保険公司の業務機構は 300個余
りあり，従業員は 5,00人余りおります。 1985年末に至り，保険機構が2,300
個余りになり，従業員は43,000人ほどにも達しました。同時に各地に多数の
代理店が設けられました。農村において，個体の性質をもつ専業代理店が設
けられました。香港，澳門地区，国外の保険機構と従業員は絶えず増加し続
けました。 1985年末までに，相ついで出来た保険公司は15社であり，これに
属する機構30社が建てられ，従業員は約2,700人になりました。世界各地の
主な港においては 300余りの検査代理人とクレーム代理人に委託して， 120 
余の国家と香港地区の 1,200個余りの外国保険会社，外国のプローカーと再
保険取引の関係を確立しました。
現在，中国の事情と経済建設の需要により，農業と生命福祉に関する保険
業務が積極的に展開しつつあります。
1980年から国内保険業務が復活して以来，保険料の収入は増え，サービス
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範囲もたえず拡大し，毎年の保険料の収入については年平均の増加率が1985
年に67彩にも達し， 1980年の7.4倍で，国外保険業務の保険料については19
85年の収入金額が1980年より L5倍増加しました。近年わが国の保険事業は
比較的早い速度で発展しつつありましたo
わが国民経済の発展と対外貿易経済取引の需要に応ずるために，中国人民
保険公司は積極的に各種の業務を取扱ってきました。サービスの区域をたえ
ず拡大しております。目下，国内保険は業務のひろがり及び深まりの背後か
ら見ますと，地方国営企業は既に70彩以上財産保険を付保しました。自動車
及び第三者賠償責任保険の保険金額は総額の三分の二に達しました。地区か
ら見ると，既に都市から農村に推移し，農村業務の保険料は国内業務の総保
険料の2.5％を占めました。サービスの対象から見ますと，国営企業から集
団企業，個休企業及び都市住民にまでひろまってきました。 1985年家庭財産
保険の業務の中に，農村は70彩以上を占め，保険種類から見ますと，国内保
険の当初の単一的な企業財産保険の回復以後からいままで，船舶，自動車，
飛行機， トラククーなどの保険，貨物運送保険，家庭財産保険（例えば，遼
寧大学の全教職員が一括して藩陽市保険公司に財産保険を付保しました。），
水産業の養殖保険，林業と農業の種植保険，家畜保険と豚飼保険などがあり
ます。その外，簡易な生命保険， 中学生・小学生の生命保険，意外傷害保
険，集団企業労働者達の停年養老金保険など約130種目以上にまで増加しま
した。
国外保険方面においては 600億ドルに相当する財産のために保障を提供し
ました。外国保険を取扱った種目は1980年の20種余りから硯在の80種近くに
増えました。其の中，技術の比較的複雑な石油開発保険，原子力保険を含め
て1985年までに，わが国は既に120余りの外国の国々と香港の1,200社の保険
会社と再保険取引の関係を確立しました。
以上の実情と発展ぶりを考察しますと，ここ数年来，わが国の保険事業は
速かに発展をとげています。その根本的な原因としては，わが国が社会生産
力を発展させて，人民生活の水準を高め，農村から都市に至るまでの社会主
74(74) 第 31巻第 1 号
義商品経済発展の需要に対して，逐次経済体制改革を遂行して来たからであ
ります。経済体制の改革には保険という手段を取らねばなりません。つまり
保険の経済手段が伴わなければ経済休制の改革がしにくいからです。その重
要性は広範に認められました。即ち社会主義商品生産を発展させるために，
先ず「大釜のご飯を食う」つまり悪平等あるいは絶対的な平均主義を取ると
いう意味です。このような悪い硯象を変えねばなりません。
商品生産者は良い経営を行い，生活を安定し，災害事故による経済的な損
害を補償すること，また病気治療と停年養老福祉保障の問題に対しては，保
険に依る外はないと思います。これは経済の自然法則であり，この法則によ
って保険の必要性が決定されたわけです。保険はわが国社会主義事業を発展
せしめるために経由すべき道であると認識されたわけです。
次に保険は経済補償の職能を益々発揮しつつあります。 1980年以来，わが
国における若干の地区は絶えず洪水，地震，台風，雹害などの自然災害の襲
撃に遭い，火災などの意外事故が非常に頻繁であり，交通事故も相当重大で
ありました。各地の保険公司はこれらの発生した損害に対して，直ちに賠償
を行いました。昨年わが国に 9号台風がやってきて，大規模な洪水の災害を
蒙むり，遼寧，吉林，黒竜江及ぴ山東の4ヶ省は損害が非常に深刻であった
ので，保険公司から 2億元あまりの補償金を支給されましたが， 3,000社あ
まりの企業と 4,000戸あまりの住民をして，速かに生産を回復させ，再ぴ故
郷の家屋を建てなおし，当地の民衆から良い評価を受けました。又，昨年黒
竜江省の伊春市の大火災では24ケ所の企業と大勢の住民が甚大な損害を受け
ました。その中7,000余人が自分の家を失いました。保険公司が支給した住
宅再建用の保険補償金は 1,000万元を超えました。その後，同市の市民は保
険の必要性を隠識した上で，保険公司に馳けつけ，列を作って保険を申込み
に来る状況がみられました。又，吉林省農安県双河川村は昨年度大きな水災
を受け，全村にある 400余りの家庭は保険金60万元余りを以て再び故郷の家
屋と園地を建てなおすことができたので，県政府は村民の要求に従い，元の
双河川村を「保険新村」と改称しました。
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各地の保険公司は経済的補償を組織化すると同時に関係ある部門に関し
て，莫大な防災と保護の工事をしました。つまり安全の宣伝と安全の検査を
して，防災及び損害防止の設備を設け，費用を支給し，天気予報と防火対策
を強化することをやりました。人民大衆は保険を災害に対応する事業，災害
を軽減する事業，企業を富ませる事業と呼びました。
最後に，中国人民保険公司は幹部侯補者において，正当に上層部責任者を
配置し，いわゆる老年，壮年と青年の三者を結ぴつけて第三番目後備幹部リ
ストを作り，優秀な人を抜擢して育成し，新しく採用した従業員に対し，短
期間の訓練をして，専業人材を次々に育成し，あい先後して6ヶ所の大学と
専門学校に委託して教育しました。 27ケ所の銀行学校に保険専修班を設立
し，また新中国のはじめての保険研究生を育成して，続々と立派な幹部を選
んで留学生として先進国に派遣しました。
一方では，保険理論の研究に注目し，保険理論の研究対策を強化し，保険
業務の経営管理を改善しました。 1979年末中国人民保険公司において，中国
保険学会を設立しました。その後全国各地に省と市公司において，続々と
省・市レベルの保険学会が設立され，保険に関する会報・雑誌を発行しまし
た。ほかに映画，テレビ，ラジオ及び新聞雑誌などの宣伝手段を用いて，積
極的に各種の宣伝活動を展開し，中国人民の保険事業の健全発展を推進しま
した。
3. 現在の中国保険事業に存在する問題点
しかしながら，現在，わが国の保険事業は発展途上にあり，まだ多少の問
題があるが，今後妥当な解決に待つものがあります。おおまかに言えば，主
要な問題は三つあります。
第一に，わが国の保険事業の発展はまだ全国の経済発展情勢の需要につい
ていけないこと。
上述の如く，わが国の保険事業は特に近年来の発展は速く，経済体制の改
革に従って保険に対しては，ますます切実な要求がたかまり，即ち如何にし
て中国式の社会主義の特色を有する保険事業を確立するかが重要な課題とな
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りました。
先ずわが国の地域は広く，人口が非常に多いうえ，各地の自然条件は千差
万別にして，経済の発展はおのずから平均的にはなりません。それで保険事
業を発展させるには，必ず保険そのものの特徴より，わが国の実状から出発
して全国10億の人口の中の8偲は農村にあり，農業の発展はわが国の全国国
民経済発展の重要な基礎であり，積極的に農村保険事業を盛んに取扱って，
8億の農民のためにサービスすることが非常に必要なのであります。農業の
蒙むる自然災害は広範囲にわたり，危険も多いため，農作物の保険と水産物
の保険などを取扱うことは確かに困難であります。これからの実践を通じ，
経験を手探りして，普及し広める必要があります。
次に，所有所の構成についてお話を致します。
わが国では前から単一の共有制構成のように順次社会主義公有制を以て主
体とする多種経済的形態と各種経営の方式とが共同して発展の構成に向って
展開してきました。近年，都市と農村の集団的経営経済と個休的経営経済が
急速に発展して，居住民の生活水準はたえず上昇しました。このような状況
は各種社会福祉保険と保障制度の完備を必要とします。
都市において，企業は大きい釜でたくご飯を食べるような悪平等の状況を
改ためて，企業毎に行政機関の隷属物として，対応する独立採算の経済実休
に変化させて行き，企業は財産の損失から産業までのすべての重大な責任を
負わなければなりません。其の他，新しい技術・新しい産業の開発の如く，
資金を投入した後に，ある偶然の危険に遭遇するような状態において，企業
は， リスクマネジメントを重視するばかりでなく，保険に対して新しい要求
を呈示しました。
最後に，対外開放政策の逐次実現によって，わが国の輸出入の貿易額は著
じるしく増加するでしょう。外国の資金を利用して，輸入した先端技術の規
模はますます大きくなり，海外旅行，労働者の進出もますます多くなり，こ
れにつれて，各種対外保険業務は相応して，後に追随する要求が必要とされ
ます。大部分の輸出入業務の保険の引受けを獲得し，たえず新しい保険種目
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を増加し，国際再保険市場を充分に利用して，安全保障を提供し，重点的に
悔外市場を開拓する必要があります。
第二は，保険の経営管理はわが国の保険事業の急速な発展の要求とはまだ
対応していないこと。
数年来，わが国の保険経営管理体制は，一括して保険料を収入し，一括し
て賠償する高度集中の体制を取ってきました。実質的には，全国の一世帯の
家族は大きな釜のご飯を食べることになります。行政手段をもって保険が取
扱われています。このような情況は，保険のような経済実体が経済の手段を
以て経営を管理すべき方法としては極めてふさわしくなく，保険業務の発展
に対しても利益がありません。それで経営管理の体制において合理化を要求
し，分級計算と損益自己負担を要し，保険総公司と地方の分公司との間に再
保険の方法を採用して，総準備金の一部分を当地の企業投資に利用すること
が出来るので，地方の保険公司の保険を取扱う積極性を発揮することが出来
るのではないかと思います。
次に既に説明したように，わが国の人民保険事業は迂回したみちを通って
きました。即ち文化大革命の動乱期間中，国内の保険業務活動が止められ，
国外保険業務も圧縮され熟練の保険幹部と新人とのつなぎがうまくいかず，
その上，経営管理の経験と科学的方法がとぽしく，したがって，保険業務の
技術はたえず革新的な研究が必要であります。保険業務の発達した国家より
保険に閲する技術資料と科学管理の方法を習い，外国のエキスパートを招
き，我々と一緒に大きな特定の目的に対し設計を行って，業務経営を多様化
し，常に業務の種目を増し，保険範囲を拡大し，インフォメーションの融通
を行い，保険料率を下げ，保険に関する手続きを簡素化し，サービスの質量
を引き上げ，宣伝，保険の引き受け，損害の防止， クレームの精算などの手
段を通じて，経済的収益を引き上げることが非常に重要であります。
最後に保険業務管理の過程の中で，往々にして保険料の収益を重視して，
防災，損害防止に関しては軽視する傾きがあり，危険を管理する対策を弱め
ています。このようなことは，損害率を引き上げ（特に自動車などの如く），
78(78) 第 31巻第 1 号
同時に経済の収益を下げるばかりではなく，保険の健全な発展に悪い影響を
与えます。それでリスクマネジメントを経営管理の中に入れなければなりま
せん。保険公司と企業のリスクマネジャーとを緊密にむすぴつけさせて， リ
スクマネジメントの目的を達成することが出来ます。
第三は，保険公司幹部の素質と業務取扱い能力はまだまだ引き上げること
が期待されております。
上述の如く，わが国の保険事業は一段階の曲りくねった道を経過しまし
た。即ち文化大革命の動乱のために中止されていました。 1980年に回復して
から，今年でまだ 6年目であり，この短い期間内においても，わが国の保険
幹部たちは急速に発展をさせました。わが国の保険公司幹部は保険のために
当然力をつくし，経済効率を引き上げることを保険経営管理の核心として，
社会主義保険の新局面を創業すべきであるが，硯在保険専門の人材が非常に
手薄であり，保険公司幹部の素質が高くないという問題が著じるしく硯われ
てきました。このままでは硯在の保険事業の飛躍的な発展の要求にかなうこ
とが出来ない状態であります。
現在の保険業務の業務量は50年代の6倍で，単に従業員数が少ないばかり
ではなく，大学及び専門学校の卒業生は総従業員数の中に占める割合が少な
く，大多数は数年前に採用した中学卒業生で，進んで幹部育成の教育をする
必要があります。保険業務の基本幹部のうち専門家は多くはないが，従業員
のうち青年は比較的多く，彼らは年が若くて体力的に強く，且つ一定の文化
素養があり，よく働らき，良く学習する長所をもっております。彼らは本職
の業務を熱愛し，適当な条件を与えて，幹部育成の教育をしさえすれば，新
しい知識と技術を習得することが出来ます。彼らは保険の経済効率を引き上
げるために力の及ぶ限り努力することができるであろうと思います。
中国人民保険公司の以上のような硯状に鑑み，既に教育管理機構を設置
し，もっばら保険幹部の智力開発と人材育成と教育を行って，老年・中年及
ぴ青年の特殊技能と特長に注意を払うことが必要です。一方では現有人材の
知識更新と合理的使用，一方では学校教育を行なって，第三代上層部の選抜
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と育成に留意し，新しく採用した人員には短期的に職場訓練と専門的訓練及
び長期の業務学習運動を展開しつつあります。先後して，北京中央財政金融
学院，遼寧大学，武漠大学，南開大学など及び専門学校に委託し，さらに27
ケ所の銀行学校の内に保険専修班を設立し，新中国の始めての保険学大学院
生を育成して，ついで優秀なる幹部を選んで留学生として外国に派遣しまし
た。要するに硯在の全国保険公司の幹部侯補者の文化と業務取扱い能力は面
目を一新した状況であります。
上述の諸事情を総合して見ると，わが国第7次5ケ年計画(1986-1990年）
を徹底的に実現するために，わが保険学界及ぴ中国人民保険公司は，一方で
は保険の管理体制を進んで改革し，保険の補償制度を総合的に研究して確立
し，幹部侯補者の確立を一つの戦略として把握し各種の管理制度を健全に制
定して，保険機構を増設し，代理店， プローカーを拡大しております。一
方では，わが国の保険事業に関しては，国内保険の普及化，国外保険の国際
化，経営管理の硯代化，保険幹部の専業化の各方面において， もう一歩前進
するという偉大なる長期計画を建てております。
わが国の保険事業を発展させるために中日経済友好合作の下に，海外市場
において，保険の積極的役割を果し，そしてお互いに努力して，この事業を
完遂することを祈っております。
最後に，一言感謝の辞を申し上げたいと存じます。一昨年7月下旬から中
国人民総公司と遼寧大学経済管理学院とが連合して，わが藩陽市で「保険理
論と業務訓練班」を挙行しました。関西大学から貴国の保険論と海上保険論
の権威，中国でも著名な保険学者として親しまれた商学博士亀井教授を招聘
して講演いただきました。わが中国保険学界で大へんな好評を博され，わが
大学の保険学部に貴重な貢献となされました。ここで敬意を表すると共に重
ねて感謝の意を表します。
